
現在、入院早期から対象患者に栄養介入し、静脈栄養から経腸栄養、そして経口摂取へと移行することが栄養管理のプロで
ある管理栄養士に強く求められるようになりました。したがって管理栄養士は、対象患者の病態を総合的に評価し、退院へとつ
なぐためのチームアプローチをしっかりとマネジメントしていかなければなりません。超高齢社会の中で入院患者も高齢化し、
複雑な病態の方が増加しています。そうした方々へどのように栄養管理のマネジメントを行なっていけばよいのか、日々悩んで
いる方も多いと思います。本セミナーはそうした管理栄養士の方々に対し、急性期と回復期における栄養管理の取り組みと高
齢者の病態について「栄養経営」の視点から解説していく内容となっています。ぜひとも本セミナーで学んだことを実践し、栄
養領域のマネジメントリーダーをめざしていただきたいと思います。 ヘルスケア・レストラン編集長　佐々木　修
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�高齢者の病態の栄養管理
――認知症とサルコペニアへの対応――

沖縄メディカル病院あがりはまクリニック院長 吉田 貞夫氏

高齢者によくみられる病態として、認知症とサルコペ
ニアが挙げられます。高齢者に対する栄養管理とリハ
ビリを適切に実践していくことが、これらの病態によ
る重症化リスクを低減することになります。本講演で
はこれらの病態の問題点を把握し、具体的に「栄養
経営」を実践していく方法について解説します。

急性期における栄養管理とマネジメントの実践
不要な絶食者ゼロをめざす病棟業務マネジメント

関西電力病院疾患栄養治療センター 真壁  昇氏

現在、多くの病院において漫然と静脈栄養管理を行
なっているケースが見られます。それは患者ベネフッ
トを損なうだけでなく、病院経営においても損失とな
ります。NSTのマネジネントリーダーとしての責務を
果たすためには、不要な絶食患者ゼロをめざすこと
が最短の方法です。そのためにはどのように病棟業
務をマネジメントしていけばいいのか、概説します。

回復期リハにおける栄養管理とマネジメントの実践
――リハ栄養における目標設定と栄養管理の進め方――

刀圭会協立病院 栄養課 吉村 由梨氏

患者さんが退院後に何をしたいと希望されているの
か？ そのゴールを実現するためには、どのようにリハ
ビリを進めるべきなのか？ そして、そのリハビリを支
えていくためには、どのように栄養管理を実践すべき
なのか？ リハ栄養で求められる管理栄養士の取り
組みについて、実際の事例をもとにご紹介します。

※講演内容等は、変更する場合がございます。
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